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【発表概要】 

2017年にドイツのヘルツォーク・アウグスト図書館（HAB）で発見された新出キリシタン資
料ローマ字本日本語訳『コンテムツス・ムンヂ』の翻刻プロジェクトで用いられた技術と公開方
法について論じる。本論文著者両名による日独共同研究プロジェクトにおいて、ルール大学ボー
フムのオースタカンプ・スヱン教授の指導のもと、本文献のデジタル化を目標としたデジタル技
術活用に関する議論と実践がなされた。そこでは、機械学習による自動翻刻ソフトウェア
Transkribusを用いて、その HTR（Handwritten Text Recognition）モデルに学習させ、自動
および手動修正で文献のレイアウト・補助記号などを忠実に再現したデジタル翻刻が行われた。
本プロジェクトは、このデジタル翻刻に基づいて、本キリシタン版をデジタルアーカイブ化し、
可能な研究対象として公開し、国際的な研究に活用できるようにするモデルを提示する。 

 
1. はじめに 

16～17 世紀のキリシタン版の現存する原本
は、日本国内でのキリシタン弾圧により非常
に少なく、書誌学的に貴重なものである。新
たに発見されるケースは近年にも希に見られ
るが、発見地がドイツというのは珍しい。そ
のため、キリシタン資料が初めてドイツのヘ
ルツォーク・アウグスト図書館（HAB）で発
見されたことは、人々の関心を集めた。 
そのキリシタン版は、2017 年に

氏 によって発見されたキリシタン版は日本
語訳『コンテムツス・ムンヂ』（Contemptus 
Mundi jenbu）であり、1596 年にイエズス会
による天草にて印刷されたローマ字本である
（図 1）。それまで現存する日本語訳『コンテ
ムツス・ムンヂ』の原本は２冊しか確認され
ていなかったため、今回発見されたのは 3 冊
目である。判型はオクタボであり、頁数は 図 1．HAB の『コンテムツス・ムンヂ』の標題紙  
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450 頁を越えており、当時の日本語文献とし
ては、本書のテキスト量は非常に多いといえ
る。さらに、標題紙には歴史的な手書きノー
トが確認でき、日本でこの本が製作された経
緯が明確に示されている。 
現在、『コンテムツス・ムンヂ』は、漢字

かな混じり表記への字訳[3]が既に刊行されて
いるが、ローマ字本通りの忠実な翻刻
（diplomatic transcription）は公開されてい
ない。 
本共同研究は、初めてローマ字本を忠実に

翻刻し、作成したデータを公開し、デジタル
アーカイブ可の『コンテムツス・ムンヂ』を
様々な分野の研究へのアクセスを可能にする
ことを目指す。キリシタン版のローマ字本の
一つの特徴は借用語（外来語）の表記である。
本研究による翻刻の公開によって、このキリ
シタン版の特殊な表記のデジタル分析も可能
になる。 

 
2. Transkribusの作業サイクル 
日独共同による本研究は、手書き文字認識

（Handwritten Text Recognition; HTR）プロ
グラムであるTranskribus[4],[5]を適用して翻
刻を行った。このプログラム
は、LSTM（長期短期記憶）
モデルをベースにした人工ニ
ューラルネットワークモデル
を使用している。 
 
2. 1 自動レイアウト解析とそ
の修正 
最初にアップロードした古

文書・文書の画像ファイル
に、Transkribus の自動レイ
アウト解析を適用する。自動
レイアウト解析はテキスト領
域（TR: Text Region）、ベー
スライン（BL: Base Line）、
ポリゴンなどを認識する機能
を含む（図 2、緑の矢印）。 
ただし、本資料は古文書の

ため、経年による汚れや染み
によって文字認識の際に様々

な問題が生じる。また、見出し文字（initial）
や装飾小模様（cuts, vignettes）などがプロ
グラムによって数々の文字やベースラインと
して誤って認識されることが多い（図 3）。 

 
その上、本文上部の空白には章の表題とペ

ージ番号が印刷される「欄外表題」という部
分があり、紙の裏から透けて見える文字もよ
く観察される。従って、自動レイアウト解析
の修正は必要である。ベースラインのレイア

図 2．Transkribus の自動レイアウト解析：修正前と後[6] 

図 3．Transkribusでの見出し文字（左：Vのイニシア

ル）と装飾小模様（右）の自動レイアウト問題[7] 
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ウトを 2 分割するツールを使って、縦に（V: 
Vertical）分割する機能を実行する（図 2、赤
い矢印）。その後、裏写りしている文字を、
Transkribus が認識する範囲を規定するベー
スラインから削除することができる。 

 
2. 2 グランドトゥルース (ground truth) 
次に、Transkribus が認識したリージョン

およびベースラインにテキストデータを入力
する。人手で書き写したデータはグランドト
ゥルース(ground truth)と呼ぶ。そのテキス
トデータを基に HTRモデルを学習される。 

 
2. 3 HTRモデル 
書き写したグランドトゥルースのデータを

訓練データにして、学習させ、HTR モデルを
作る。学習済モデルは、この文書のデータの
みで学習したため、特定のタイプセットに視
覚的に適応し、テキストに出現する特定の語
彙に内容的に適応していることが一つの特徴
である。 
より多くの教師データを学習させるほど

HTR モデルは明確になる。学習させる場合は、
既存のモデルをベースモデルとして、新しい
データで再学習させることができる。モデル

の精度を表す指標は CER（Character Error 
Rate）と呼ばれ、文字エラー率を意味する。
本研究では、Transkribus の作業サイクルを
繰り返し適用することで、文字エラー率 1%以
下の HTR モデルを実現した。この HTR モデ
ル 『 R_Japanese_print_1596(ver5) 』 は 、
11472 行、58246 語の教師データを学習し、
UNICODE 文字セット（Character Set）を
90 以上用いており、CER は 0.98% / 2.09% 
(Train Set / Validation Set)である（図 4）。 
その結果、HTR 技術の使用は、テキスト量

の多い本資料を手作業で書き写すのに比べ、
作業工程の効率性を非常に上げることができ
た。 

 
3. デジタル翻刻における言語学的発見 
デジタル翻刻では、ローマ字本の特殊な外

来語はイタリック体でマークアップされ、原
文のままで翻刻されている。例えば、原文の
省略形「Deꝰ」（＝デウス〔神〕）、「Aĩa」（＝
アニマ〔魂〕）、「Orõ」（＝オラシヨ〔祈り〕）
などはそのまま明確に書き写してある[9]。ま
た、本キリシタン版では、エスの文字に対し
て、「s」と「ſ」（長い s）の両方が使用されて
いることが明らかになった。例えば、
「Christo」と「Chriſto」や、「Eucharistia」
と「Euchariſtia」も見られる[10]。その上、
珍しい「ß」が確認され、「Miſſa」の他に
「Mißa」、「Confiſſão」の他に「Confißam」
も使われていることが分かった[11]。本研究
で作成したデジタルテキストのデータは、他
のデジタルソフトウェアを通して計量言語
学・計量文献学的な統計分析（ statistical 
analysis）が可能になる。 
 
4. デジタル翻刻の公開 
本共同研究は、貴重資料の保存とそのアク

セシビリティをオープンデータ基本指針に基
づき、データを公開し、様々な研究者に国際
的に活用できるようにすることを目標として
いる。そのため、本デジタル翻刻の成果であ

る TEI XML データは、既に英国図書館蔵・

天草版『平家物語』『伊曽保物語』『金句集』

を公開している国立国語研究所のデジタルア
図 4 ． Transkribus HTR モ デ ル

『R_Japanese_print_1596(ver5)』[8] 
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ーカイブに追加することを検討している。そ

れらのキリシタン版も同じようにローマ字本

であり、イエズス会によって印刷された 17 世

紀の古文書である。国立国語研究所のデジタ

ルアーカイブに追加する『コンテムツス・ム
ンヂ』の翻刻もオープンアクセスで利用でき、

FAIR (Findable, Accessible, Interoperable, 
Reusable)のスタンダードを満たすことを目指

す。ユーザーインターフェース （ user 
interface）に『コンテムツス・ムンヂ』の画
像・複写とテキストデータを同時に提示する
ことを計画している。 
 
5. おわりに 
以上、本共同研究の成果、Transkribus を

用いたデジタル翻刻のテキストデータ、新し
いHTRモデルの作成、最初の検証結果と、テ
キストデータの公開計画について述べた。本
文献に使用されているローマ字は、ポルトガ
ル語式ローマ字であるため、日本語音韻史研
究において重要な資料であると思われる。こ
のように東西交流史を象徴する本文献のデジ
タルアーカイブを国際社会の文字文化遺産に
加えることが本研究の目的である。 
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